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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法において、
　少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーン密度を決定することと、
　前記ヌルトーン密度に基づいて、前記少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトー
ンパターンを発生させることと、
　前記ヌルトーンパターンを送信することとを含み、
　前記少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーンパターンを発生させることは、
　前記少なくとも１つのサブフレームに関係付けられている復調基準信号（ＤＭＲＳ）ト
ーンを識別することと、
　前記ＤＭＲＳトーンとの衝突を回避するように、前記少なくとも１つのヌルトーンをマ
ッピングすることとを含む方法。
【請求項２】
　前記ヌルトーンパターンは、各リソースブロックにおいて、少なくとも連続したシンボ
ル中にヌルトーンを含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記ヌルトーンパターンを送信することは、少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）に、
前記ヌルトーンパターンを送信することを含む請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記ヌルトーンパターンを送信することは、無認可または共有スペクトルを通して、前
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記ヌルトーンパターンを送信することを含む請求項１記載の方法。
【請求項５】
　ＵＥは、前記ヌルトーンパターンに基づいて、無認可または共有スペクトルにおいて動
作している、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）またはワイヤレスワイ
ドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）によって引き起こされる干渉を検出するように構成さ
れている請求項１記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも１つのＵＥに、前記ヌルトーンパターンを送信することは、
　少なくとも１つのヌルトーンを含む１以上のサブフレームを識別することと、
　前記ＵＥに、前記１以上の識別したサブフレームをシグナリングすることとを含む請求
項１記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも１つのＵＥに、前記ヌルトーンパターンを送信することは、
　前記ヌルトーン密度に基づいて、前記ヌルトーンパターンが、すべてのリソースブロッ
クに割り当てられているか否かを決定することと、
　前記ヌルトーンパターンが、すべてのリソースブロックに割り当てられていないことを
決定すると、システム情報ブロック（ＳＩＢ）をスケジューリングすることとを含み、
　前記スケジューリングすることは、ヌルトーン送信が存在しない、前記リソースブロッ
クにおいて、前記ＳＩＢを送信することを含む請求項１記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーン密度を決定することと、前記ヌ
ルトーンパターンを発生させることは、前記少なくとも１つのサブフレームに関係付けら
れている、少なくとも１つの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル上のワイヤレスロ
ーカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）信号からの干渉を検出することに応答する請求項
１記載の方法。
【請求項９】
　前記ＷＬＡＮ信号からの干渉を検出することに基づいて、前記ヌルトーンパターン発生
を活性化することをさらに含む請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　少なくとも１つの同期信号が、前記ヌルトーンパターンをパンクチャすることを許容す
ることをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項１１】
　前記ヌルトーンパターンの周りの、エンハンスド物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰ
ＤＣＣＨ）または物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの少なくとも１つ
に、速度マッチングをすることをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項１２】
　地上公衆移動体ネットワークに関係付けられている１以上の基地局に対して、前記ヌル
トーンパターンを同一であるように構成することをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのサブフレームにおける、エンハンスド物理ダウンリンク制御チャ
ネル（ｅＰＤＣＣＨ）または物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの少な
くとも１つをパンクチャすることをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置において、
　少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーン密度を決定する手段と、
　前記ヌルトーン密度に基づいて、前記少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトー
ンパターンを発生させる手段と、
　前記ヌルトーンパターンを送信する手段とを具備し、
　前記少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーンパターンを発生させる手段は、
　前記少なくとも１つのサブフレームに関係付けられている復調基準信号（ＤＭＲＳ）ト
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ーンを識別する手段と、
　前記ＤＭＲＳトーンとの衝突を回避するように、前記少なくとも１つのヌルトーンをマ
ッピングする手段とを備える装置。
【請求項１５】
　前記ヌルトーンパターンは、各リソースブロックにおいて、少なくとも連続したシンボ
ル中にヌルトーンを含む請求項１４記載の装置。
【請求項１６】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体において、
　前記コードは、
　少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーン密度を決定することと、
　前記ヌルトーン密度に基づいて、前記少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトー
ンパターンを発生させることと、
　前記ヌルトーンパターンを送信することとを実行可能な命令を含み、
　前記少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーンパターンを発生させることを実
行可能な命令は、
　前記少なくとも１つのサブフレームに関係付けられている復調基準信号（ＤＭＲＳ）ト
ーンを識別することと、
　前記ＤＭＲＳトーンとの衝突を回避するように、前記少なくとも１つのヌルトーンをマ
ッピングすることとを実行可能な命令をさらに含む非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１７】
　前記ヌルトーンパターンは、各リソースブロックにおいて、少なくとも連続したシンボ
ル中にヌルトーンを含む請求項１６記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１８】
　ワイヤレス通信のための装置において、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されているメモリとを具備し、
　前記メモリは、前記プロセッサによって、
　少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーン密度を決定することと、
　前記ヌルトーン密度に基づいて、前記少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトー
ンパターンを発生させることと、
　前記ヌルトーンパターンを送信することとを実行可能な命令を含み、
　前記少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーンパターンを発生させることは、
　前記少なくとも１つのサブフレームに関係付けられている復調基準信号（ＤＭＲＳ）ト
ーンを識別することと、
　前記ＤＭＲＳトーンとの衝突を回避するように、前記少なくとも１つのヌルトーンをマ
ッピングすることとを含む装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本願は、２０１５年３月２６日に出願された、「無認可または共有スペクトルに
おけるヌルトーン送信」と題された、米国仮出願番号第６２／１３８，８７５号、および
２０１６年３月２４日に出願された、「無認可または共有スペクトルにおけるヌルトーン
送信」と題された、米国特許出願第１５／０８０，２１７号の優先権を主張し、それらの
全内容は、参照により本明細書に明示的に組み込まれている。
【背景】
【０００２】
　[0002]ワイヤレス通信システムは、音声、映像、パケットデータ、メッセージング、ブ
ロードキャスト、等々のような様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開
されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数
、および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能
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である多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元
接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続
（ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ（登録商標））シス
テム（例えば、ＬＴＥ（登録商標）システム）を含む。
【０００３】
　[0003]例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、各々が複数の通信デバイスのた
めの通信を同時にサポートする、多数の基地局を含み得、複数の通信デバイスは、そうで
ない場合、ユーザ機器（ＵＥ）、モバイルデバイスまたは局（ＳＴＡ）として知られ得る
。基地局は、（例えば、基地局からＵＥへの送信のための）ダウンリンクチャネル、およ
び（例えば、ＵＥから基地局への送信のための）アップリンクチャネル上で通信デバイス
と通信し得る。
【０００４】
　[0004]セルラネットワークがより混雑状態になったので、オペレータは、容量を増加さ
せるやり方に注目し始めている。１つのアプローチは、セルラネットワークのトラフィッ
クの、またはシグナリングのいくらかの負荷を軽減するために、ワイヤレスローカルエリ
アネットワーク（ＷＬＡＮ）を使用することを含み得る。追加的に、オペレータは、伝統
的にはＷＬＡＮのために使用していた、無認可スペクトルを、セルラ技術のために利用し
ようと努め得る。しかし、無認可スペクトルに対するこの増加する需要は、望ましくない
干渉につながる可能性があり、これは、他よりも、ある特定の無線アクセス技術（ＲＡＴ
）に影響を及ぼし得る。
【概要】
【０００５】
　[0005]無認可または共有スペクトルにおいて動作されているＷＬＡＮおよび／またはワ
イヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）ノードによって引き起こされた干渉を検
出するためのシステム、方法、および装置が開示される。本開示に従って、基地局は、１
以上のサブフレームに対するヌルトーンパターンを生成し得る。ヌルトーンパターンは、
各リソースブロックにおける、連続したシンボル内で、サブキャリアにマッピングされる
１以上のヌルトーンを含み得る。従って、ヌルトーン送信（例えば、ダウンリンク送信ま
たはブロードキャストメッセージの一部として）について、ＵＥは、基地局からのワイヤ
レスチャネルを監視し得る。いくつかのケースにおいて、ヌルトーンパターンを識別する
ために、知られた物理レイヤチャネルを復号することによって、ＵＥは、ヌルトーンパタ
ーンを検出し得る。いくつかの態様において、ＵＥは、識別されたヌルトーンパターンに
基づいて、チャネル推定を生成し、割り当てられたリソースを復号し、将来の送信のタイ
ミングを決定し、および／または、基地局との通信を確立し得る。よって、いくつかの態
様において、無認可または共有スペクトルにおいて動作されているＷＬＡＮおよび／また
はＷＷＡＮノードによって引き起こされた干渉を検出することを、ＵＥに許容するために
、セル中の少なくとも１つのＵＥへ、ヌルトーンパターンが送信され得る。
【０００６】
　[0006]本開示のある態様は、例えば、基地局によって実装されるワイヤレス通信のため
の方法を含む。いくつかの例において、方法は、少なくとも１つのサブフレームに対する
ヌルトーン密度を決定し、ヌルトーン密度に基づいて、少なくとも１つのサブフレームに
対するヌルトーンパターンを生成することを含み得る。方法は、ヌルトーンパターンを、
例えば、ＵＥに送信することをさらに含み得る。
【０００７】
　[0007]別の態様において、ワイヤレス通信のための装置が、また開示される。装置は、
少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーン密度を決定するための手段、およびヌ
ルトーン密度に基づいて、少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーンパターンを
生成するための手段を含み得る。装置は、ヌルトーンパターンを、例えば、ＵＥに送信す
るための手段をさらに含み得る。
【０００８】
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　[0008]いくつかの態様において、ワイヤレス通信のためのコードを記憶しているコンピ
ュータ可読媒体が開示される。いくつかの態様において、コードは、少なくとも１つのサ
ブフレームに対するヌルトーン密度を決定し、ヌルトーン密度に基づいて、少なくとも１
つのサブフレームに対するヌルトーンパターンを生成することを実行可能な命令を備え得
る。いくつかの態様において、コードは、ヌルトーンパターンを、例えば、ＵＥに送信す
るための命令をさらに含み得る。
【０００９】
　[0009]いくつかの態様において、ワイヤレス通信のための装置が開示される。装置は、
プロセッサと、プロセッサに結合されたメモリとを含み得る。メモリは、少なくとも１つ
のサブフレームに対するヌルトーン密度を決定し、ヌルトーン密度に基づいて、少なくと
も１つのサブフレームに対するヌルトーンパターンを生成するために、プロセッサによっ
て実行可能な命令を含み得る。いくつかの態様において、命令は、ヌルトーンパターンを
、例えば、ＵＥに送信するように、さらに実行可能であり得る。
【００１０】
　[0010]追加的に、または代替的に、ＵＥにおいて実装され得る、ワイヤレス通信のため
の別の方法が開示される。いくつかの例において、方法は、ＵＥにおいて、ブロードキャ
スト情報を復号すること、および、ブロードキャスト情報に基づいて、少なくとも１つの
サブフレームに関連付けられたヌルトーンパターンを識別することを含み得る。方法は、
ヌルトーンパターンを識別することに基づいて、基地局と通信することを、さらに含み得
る。
【００１１】
　[0011]いくつかの態様において、ワイヤレス通信のための装置が、また開示される。い
くつかの例において、装置は、ＵＥにおいて、ブロードキャスト情報を復号するための手
段、および、ブロードキャスト情報に基づいて、少なくとも１つのサブフレームに関連付
けられたヌルトーンパターンを識別するための手段を含み得る。装置は、ヌルトーンパタ
ーンを識別することに基づいて、基地局と通信するための手段を、さらに含み得る。
【００１２】
　[0012]いくつかの態様において、ワイヤレス通信のためのコードを記憶している、別の
コンピュータ可読媒体が開示される。いくつかの例において、コードは、ＵＥにおいて、
ブロードキャスト情報を復号し、ブロードキャスト情報に基づいて、少なくとも１つのサ
ブフレームに関連付けられたヌルトーンパターンを識別するために実行可能な命令を備え
得る。追加的に、または代替的に、コードは、ヌルトーンパターンを識別することに基づ
いて、基地局と通信するために実行可能な命令をさらに含み得る。
【００１３】
　[0013]いくつかの態様において、ワイヤレス通信のための装置が開示される。装置は、
プロセッサと、プロセッサに結合されたメモリとを含み得る。メモリは、ＵＥにおいて、
ブロードキャスト情報を復号し、ブロードキャスト情報に基づいて、少なくとも１つのサ
ブフレームに関連付けられたヌルトーンパターンを識別するように、プロセッサによって
、実行可能である命令を含み得る。追加的に、または代替的に、命令は、ヌルトーンパタ
ーンを識別することに基づいて、基地局と通信するようにさらに実行可能であり得る。
【００１４】
　[0014]前述は、以下の詳細な説明がより良く理解され得るように、本開示による例の特
徴および技術的利点をどちらかといえば広く概説している。追加の特徴および利点が以下
に説明されるであろう。開示される概念および特定の例は、本開示と同じ目的を実行する
ための他の構造を変形または設計することの基礎として容易に利用され得る。そのような
等価な構造は、添付された特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書に開示される概念の
特徴は、関連する利点とともに、それらの編成および動作の方法の両方が、添付の図に関
連して考慮された場合に、以下の説明からより一層理解されるであろう。図面の各々は、
特許請求の範囲の限定の定義としてではなく、例証および説明のみの目的で提供される。
【図面の簡単な説明】
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【００１５】
　[0015]本開示の開示される態様は、開示される態様を限定するのではなく例証するよう
に提供される、添付図面と併せて本明細書の以下において説明され、同様の表記は同様の
要素を表し、ここで、破線は、オプションのコンポーネントを示し、ここにおいて、
【図１】[0016]図１は、本開示の様々な態様に従って、無認可または共有スペクトルにお
いて動作されているＷＬＡＮおよび／またはＷＷＡＮノードによって引き起こされた干渉
を検出するためのワイヤレス通信システムの例を例証する。
【図２Ａ】[0017]図２Ａは、本開示の様々な態様に従って、無認可または共有スペクトル
を通して、ワイヤレス通信システム中で使用され得るダウンリンクフレーム構造の例を例
証する図である。
【図２Ｂ】[0018]図２Ｂは、本開示の様々な態様に従って、ＤＭＲＳシンボルにマッピン
グされるヌルトーンパターンを備えるサブフレームの１つの例を例証する。
【図２Ｃ】[0019]図２Ｃは、本開示の様々な態様に従って、ＤＭＲＳシンボルを回避する
ヌルトーンパターンを備える、サブフレームの代替的な例を例証する。
【図２Ｄ】[0020]図２Ｄは、ＥＰＤＣＣＨ候補の１つと衝突するのを回避するヌルトーン
パターンを備える、サブフレームの代替的な例を例証する。
【図３】[0021]図３は、本開示の様々な態様に従って、基地局の態様を含んでいる通信ネ
ットワークの図式図の例を例証する。
【図４】[0022]図４は、本開示の様々な態様に従って、ユーザ機器の態様を含んでいる通
信ネットワークの図式図の例を例証する。
【図５】[0023]図５は、本開示の様々な態様に従って、ヌルトーンパターンを生成するた
めの態様を指し示すフローチャートの例を例証する。
【図６】[0024]図６は、本開示の様々な態様に従って、ＵＥにおいて、ヌルトーンパター
ンを識別するための態様を指し示すフローチャートの例を例証する。
【詳細な説明】
【００１６】
　[0025]様々な態様が、これから図面を参照して説明される。以下の記述では、説明の目
的で、多くの特定の詳細が、１以上の態様についての完全な理解を提供するために記載さ
れる。しかしながら、そのような態様は、これら特定の詳細なしで実現され得ることが理
解されるべきである。
【００１７】
　[0026]セルラネットワーク（例えば、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ
））の認可無線周波数スペクトル帯域から、無認可または共有無線周波数スペクトル帯域
（例えば、ＷＬＡＮネットワークによって使用される帯域）に、トラフィックの負担が軽
減されるとき、ＷＷＡＮおよびＷＬＡＮ信号間の干渉が発生し得る。すなわち、例えば、
ＷＷＡＮおよびＷＬＡＮ信号の時間または周波数リソースにおける部分的な重複により、
第１のネットワーク（例えば、ＷＬＡＮネットワーク）からの信号が、第２のネットワー
ク（例えば、ＷＷＡＮネットワーク）からの信号を受信するように構成された無線への干
渉として現れ得る。いくつかの態様において、ＷＬＡＮが、ＷＷＡＮと異なる数（numero
logy）をサポートするので、ＷＬＡＮ信号は、無認可または共有スペクトル上のＷＷＡＮ
信号に強い影響を与え得る。例えば、ＷＬＡＮ信号における直交周波数分割多重（ＯＦＤ
Ｍ）のためのシンボル期間は、４μｓであり得、一方、ＷＷＡＮ（例えば、ＬＴＥネット
ワーク）におけるＯＦＤＭシンボルのための有効なシンボル期間は、６６．６７μｓであ
り得る。また、いくつかの例において、ＷＬＡＮパケットは、時間および周波数領域にお
いて、ＷＷＡＮパケットと整列しないであろう。よって、短いＷＬＡＮパケット（例えば
、４０－１２０μｓパケット）は、ＷＷＡＮ信号に、ほんの少しのシンボル（例えば、肯
定応答、否定応答、等）しか影響を与え得ない一方、長いＷＬＡＮパケットは、非同期で
あり得、ＷＷＡＮ信号に、バースト性干渉として現れ得る。バースト性干渉は、受信機が
経験している干渉のトータル帯域よりも小さい、ないしは狭い周波数の帯域において生じ
得る、狭帯域干渉のタイプの干渉であり得る。いくつかの例において、頻繁なバースト性
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干渉は、変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）インデックス値を下げ、無認可または共有
スペクトル上でデバイスによって経験される全体的送信速度に悪影響を与え得る。
【００１８】
　[0027]よって、本開示は、基地局によって生成されたヌルトーンパターンに基づいて、
無認可または共有スペクトルにおいて動作されているＷＬＡＮまたはＷＷＡＮによって引
き起こされた干渉を、ＵＥが検出するための技法を提供する。本開示の態様は、ヌルトー
ンを使用することによって、バースト性干渉を推定する。いくつかの例において、バース
ト性干渉に関連付けられた干渉の帯域は、リソースブロック中の典型的ヌルトーン、また
はパイロットトーン間の周波数間隔よりも狭いであろう。よって、本開示において規定さ
れた１以上のヌルトーンパターンに従って、１以上のヌルトーンを構成することは、全体
的なスループットに影響を与えるリソースを損なうことなく、リソースブロック内の周波
数帯域のより広い範囲にわたって、干渉（例えば、バースト性干渉）を検出するために、
より大きなフレキシビリティーとカバレッジを提供し得る。
【００１９】
　[0028]本開示において、用語「ヌルトーン」は、時間周波数リソース上での非送信を指
し得る。追加的に、または代替的に、用語「ヌルトーン密度」は、例えば、どの程度しば
しば、あるいは、どのぐらい多くのサブフレームで、ヌルトーンが存在するか、あるいは
使用されているかに関連した数密度または濃度を指し得る。いくつかの例において、用語
「ヌルトーンパターン」は、１以上のリソースブロックに対するＯＦＤＭシンボル内のサ
ブキャリアへの、特定の順序での、複数のヌルトーンの編成およびマッピングを指し得る
。ＷＬＡＮは、規格の電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ファミリ（「Ｗｉ－
Ｆｉ（登録商標）」）に基づく技法を採用するネットワークであり得る。ＷＷＡＮは、以
下に論じられる、ＬＴＥ／ＬＴＥ－アドバンスド（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークの例であり
得る。よって、用語「干渉」は、例えば、ＷＷＡＮ信号およびＷＬＡＮ信号が、少なくと
も１つの時間または周波数リソース（例えば、無認可または共有スペクトル）において、
部分的に重複することを指し得る。
【００２０】
　[0029]図１は、本開示の様々な態様に従って、無認可または共有スペクトル上での干渉
を検出するために、ヌルトーンパターンを生成するワイヤレス通信システム１００の例を
例証する。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５、アクセスポイント（ＡＰ）
１２０、モバイルデバイス１１５、およびコアネットワーク１３０を含む。本開示のいく
つかの態様において、基地局１０５は、マクロセル基地局と称され得、およびＡＰ１２０
は、スモールセル基地局と称され得る。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証、アクセ
ス承認、追跡、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性、および他のアクセス、ルーテ
ィング、またはモビリティ機能を提供し得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３
２（例えば、Ｓ１、等）を通して、コアネットワーク１３０とインターフェースし得る。
基地局１０５およびＡＰ１２０は、モバイルデバイス１１５との通信のための無線構成お
よびスケジューリングを実行し得るか、または基地局コントローラ（図示せず）の制御下
で動作し得る。様々な例において、基地局１０５およびＡＰ１２０は、有線またはワイヤ
レス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４（例えば、Ｘ２、オーバーザエアー
（ＯＴＡ）等）を通して、互いに、直接的または間接的に（例えば、コアネットワーク１
３０を通して）通信し得る。
【００２１】
　[0030]基地局１０５およびＡＰ１２０は、１以上のアンテナを介して、モバイルデバイ
ス１１５とワイヤレスに通信し得る。基地局１０５およびＡＰ１２０の各々は、それぞれ
の地理的なカバレッジエリア１１０に通信カバレッジを提供し得る。いくつかの例におい
て、基地局１０５は、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トラン
シーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または
他の何らかの好適な用語で称され得る。基地局１０５のための地理的なカバレッジエリア
１１０－ａ、およびＡＰ１２０のための地理的なカバレッジエリア１１０－ｂは、カバレ
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ッジエリアの一部のみを構成するセクタ（図示せず）に分割され得る。ワイヤレス通信シ
ステム１００は、異なるタイプ（例えば、マクロまたはスモールセル基地局）の基地局１
０５およびＡＰ１２０を含み得る。異なる技術のために部分的に重複している地理的カバ
レッジエリア１１０が存在し得る。
【００２２】
　[0031]モバイルデバイス１１５は、通信リンク１２５を使用して、基地局１０５および
ＡＰ１２０を通して互いに通信し得る一方、各モバイルデバイス１１５はまた、ダイレク
トワイヤレスリンク１３５を介して、１以上の他のモバイルデバイス１１５と直接通信し
得る。２つ以上のモバイルデバイス１１５は、両方のモバイルデバイス１１５が地理的カ
バレッジエリア１１０にあるとき、または１つのモバイルデバイスがＡＰ地理カバレッジ
エリア１１０内にあるとき、あるいはいずれのモバイルデバイスもＡＰ地理カバレッジエ
リア１１０内に無いとき、ダイレクトワイヤレスリンク１３５を介して通信し得る。ダイ
レクトワイヤレスリンク１３５の例は、Ｗｉ－Ｆｉダイレクト接続、Ｗｉ－Ｆｉトンネル
のダイレクトリンクセットアップ（ＴＤＬＳ）リンクを使用して確立された接続、および
他のＰ２Ｐグループ接続を含み得る。他の実装において、他のピアツーピア接続またはア
ドホックネットワークは、ワイヤレス通信システム１００内に実装され得る。
【００２３】
　[0032]いくつかの例において、ワイヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－ア
ドバンスド（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークのような、ワイヤレスワイドエリアネットワーク
（ＷＷＡＮ）を含む。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークにおいて、用語発展型ノードＢ（
ｅＮＢ）は、一般的に、基地局１０５を説明するために使用される一方、用語ユーザ機器
（ＵＥ）は、一般的に、モバイルデバイス１１５を説明するために使用され得る。ワイヤ
レス通信システム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域にカバレッジを提
供する異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークを含み得る。ワイヤレス通信システム１００
はまた、いくつかの例において、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を
サポートし得る。ＷＬＡＮは、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ファミリ（
「Ｗｉ－Ｆｉ」）の規格に基づく技法を採用するネットワークであり得る。いくつかの例
において、各ｅＮＢまたは基地局１０５およびＡＰ１２０は、マクロセル、スモールセル
、または他のタイプのセルのための通信カバレッジを提供し得る。用語「セル」は、コン
テキストに依存して、基地局、基地局に関連付けられたキャリアまたはコンポーネントキ
ャリア、あるいはキャリアまたは基地局のカバレッジエリア（例えばセクタ、等）を説明
するために使用されることができる３ＧＰＰ（登録商標）用語である。
【００２４】
　[0033]マクロセルは、一般的に、比較的大きい地理的エリア（例えば、半径数キロメー
トル）をカバーし、ネットワークプロバイダにサービス加入しているモバイルデバイス１
１５による無制限アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと同じまたは異
なる（例えば、認可された、認可されていない、等の）周波数帯域中で動作し得る、マク
ロセルと比較すると、より低電力の基地局である。スモールセルは、様々な例に従って、
ピコセル、フェムトセル、およびマイクロセルを含み得る。例えば、ピコセルは、小さい
地理的エリアをカバーし、ネットワークプロバイダにサービス加入しているモバイルデバ
イス１１５による無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルもまた、小さい地理的エ
リア（例えば、家）をカバーし、フェムトセルとの関連付けを有するモバイルデバイス１
１５（例えば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）中のモバイルデバイス１１５、家の
中にいるユーザのためのモバイルデバイス１１５、およびそのようなもの）による制限さ
れたアクセスも提供し得る。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと称され得る。
スモールセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまた
はホームｅＮＢと呼ばれ得る。ｅＮＢは、１つまたは多数（例えば、２つ、３つ、４つ、
およびそのようなもの）のセル（例えば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。
【００２５】
　[0034]ワイヤレス通信システム１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る
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。同期動作について、基地局１０５は、類似したフレームタイミングを有し得、異なる基
地局１０５からの送信が、時間的にほぼ整列され得る。非同期動作について、基地局１０
５は異なるフレームタイミングを有し得、異なる基地局１０５からの送信が、時間的に整
列されないことがある。本明細書に説明される技法は、同期または非同期動作のいずれか
に使用され得る。
【００２６】
　[0035]様々な開示される例のうちのいくつかを取り入れ得る通信ネットワーク（例えば
、ワイヤレス通信ネットワーク１００）は、レイヤードプロトコルスタックに従って動作
するパケットベースのネットワークであり得る。ユーザプレーンにおいて、ベアラまたは
パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤにおける通信は、ＩＰベ
ースであり得る。無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤは、論理チャネルを通して通信するた
めに、パケットセグメンテーションおよびリアセンブリを実行し得る。媒体アクセス制御
（ＭＡＣ）レイヤは、優先処理および論理チャネルのトランスポートチャネルへの多重化
を実行し得る。ＭＡＣレイヤはまた、リンク効率を向上させるために、ＭＡＣレイヤにお
ける再送信を提供するハイブリッド自動繰り返し要求（ＨＡＲＱ）も使用することができ
る。制御プレーンにおいて、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルレイヤは、モバイル
デバイス１１５と基地局１０５との間のＲＲＣ接続の確立、構成、および維持を提供し得
る。ＲＲＣプロトコルレイヤはまた、ユーザプレーンデータのための無線ベアラのコアネ
ットワーク１３０サポートのためにも使用され得る。物理（ＰＨＹ）レイヤにおいて、ト
ランスポートチャネルは、物理チャネルにマッピングされ得る。
【００２７】
　[0036]モバイルデバイス１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散
され得、各モバイルデバイス１１５は、固定またはモバイルであり得る。モバイルデバイ
ス１１５はまた、当業者によって、ユーザ機器（ＵＥ）、モバイル局、加入者局、ＳＴＡ
、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニット、モバイルデ
バイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、モバイル加入者
局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセット、ユーザエ
ージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語を含
み得るか、それで称され得る。モバイルデバイス１１５は、セルラ電話、携帯情報端末（
ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレ
ットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカル
ループ（ＷＬＬ）局、またはそのようなものであり得る。モバイルデバイスは、マクロｅ
ＮＢ、スモールセルｅＮＢ、中継基地局、およびそのようなものを含む様々なタイプの基
地局ならびにネットワーク機器と通信することができ得る。モバイルデバイス１１５は、
適応型スキャニング技法を採用する多無線デバイスであり得る。例えば、モバイルデバイ
ス１１５は、その無線のうちの１つのスキャニング動作を、その無線のうちの別のものの
信号品質に基づいて、動的に適応し得る。いくつかの例において、デュアル無線ＵＥ１１
５－ａは、ＷＬＡＮ無線（図示せず）およびＷＷＡＮ無線（図示せず）を含み、（ＷＷＡ
Ｎ無線を利用して）基地局１０５および（ＷＬＡＮ無線を利用して）ＡＰ１２０と同時に
通信するように構成され得る。
【００２８】
　[0037]ワイヤレス通信システム１００中に指し示されている通信リンク１２５は、モバ
イルデバイス１１５から基地局１０５またはＡＰ１２０へのアップリンク（ＵＬ）送信、
あるいは基地局１０５またはＡＰ１２０からモバイルデバイス１１５へのダウンリンク（
ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は、順方向リンク送信とも呼ばれ得、一方、ア
ップリンク送信は、逆方向リンク送信とも呼ばれ得る。各通信リンク１２５は、１以上の
キャリアを含み得、ここで、各キャリアは、上に説明された様々な無線技術に従って変調
される複数のサブキャリアから成る信号（例えば、異なる周波数の波形信号）であり得る
。各変調された信号は、異なるサブキャリア上で送られ、制御情報（例えば、基準信号、
制御チャネル、等）、オーバヘッド情報、ユーザデータ、等を搬送し得る。通信リンク１
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２５は、（例えば、ペアのスペクトルリソースを使用する）周波数分割複信（ＦＤＤ）、
または（例えば、ペアではないスペクトルリソースを使用する）時分割複信（ＴＤＤ）動
作を使用して２方向通信を送信し得る。ＦＤＤに対するフレーム構造（例えば、フレーム
構造タイプ１）およびＴＤＤに対するフレーム構造（例えば、フレーム構造タイプ２）が
定義され得る。
【００２９】
　[0038]通信リンク１２５は、認可スペクトルまたは無認可スペクトル、またはその両方
のリソースを利用し得る。幅広く言うと、無認可スペクトルは、いくつかの管轄において
、６００メガヘルツ（ＭＨｚ）から６ギガヘルツ（ＧＨｚ）までの範囲に及び得るが、そ
の範囲に限定されない。本明細書に使用されるように、用語「無認可スペクトル」または
「共有スペクトル」は、産業、科学、および医療用（ＩＳＭ）無線帯域を指すことができ
、それら帯域の周波数にかかわらない。「無認可スペクトル」または「共有スペクトル」
は、コンテンションベースの通信システムにおいて使用されるスペクトルを指し得る。い
くつかの例において、無認可スペクトルは、Ｕ－ＮＩＩ無線帯域であり、これは、５ＧＨ
ｚまたは５Ｇ帯域とも称され得る。対照的に、用語「認可スペクトル」または「セルラス
ペクトル」は、本明細書では、所管官庁からの管理的認可の下にあるワイヤレスネットワ
ークオペレータによって利用されるワイヤレススペクトルのことを指すために使用され得
る。
【００３０】
　[0039]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作をサポ
ートし得、その特徴は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と
呼ばれ得る。キャリアはまた、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャネル、等
とも呼ばれ得る。用語「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」および「チ
ャネル」は、本明細書において交換可能に使用され得る。モバイルデバイス１１５は、キ
ャリアアグリゲーションのために複数のダウンリンクＣＣおよび１以上のアップリンクＣ
Ｃで構成され得る。キャリアアグリゲーションは、ＦＤＤおよびＴＤＤコンポーネントキ
ャリアの両方で使用され得る。
【００３１】
　[0040]ワイヤレス通信システム１００におけるデータは、論理チャネル、トランスポー
トチャネル、および物理レイヤチャネルに分割され得る。チャネルはまた、制御チャネル
およびトラフィックチャネルに分類され得る。論理制御チャネルは、ページング情報のた
めのページング制御チャネル（ＰＣＣＨ）と、ブロードキャストシステム制御情報のため
のブロードキャスト制御チャネル（ＢＣＣＨ）と、マルチメディアブロードキャストマル
チキャストサービス（ＭＢＭＳ）スケジューリングおよび制御情報を送信するためのマル
チキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）と、専用制御情報を送信するための専用制御チャネ
ル（ＤＣＣＨ）と、ランダムアクセス情報のための共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）と、専
用ＵＥデータのためのＤＴＣＨと、マルチキャストデータのためのマルチキャストトラフ
ィックチャネル（ＭＴＣＨ）とを含み得る。ＤＬトランスポートチャネルは、ブロードキ
ャスト情報のためのブロードキャストチャネル（ＢＣＨ）と、データ転送のためのＤＬ共
有チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）と、ページング情報のためのページングチャネル（ＰＣＨ）
と、マルチキャスト送信のためのマルチキャストチャネル（ＭＣＨ）を含み得る。
【００３２】
　[0041]本開示に従って、基地局１０５は、少なくとも１つのサブフレームに対するヌル
トーン密度を決定し得、ヌルトーン密度に基づいて、少なくとも１つのサブフレームに対
するヌルトーンパターンを生成し得る。いくつかの例において、ヌルトーンパターンは、
各リソースブロックにおける、少なくとも連続したシンボル中のヌルトーンを備え得る。
ヌルトーンパターンを生成次第、基地局１０５は、ブロードキャストメッセージを送信す
ることによって、少なくとも１つのＵＥ（例えば、ＵＥ１１５－ａ）に、無認可または共
有スペクトルを通して、ヌルトーンパターンをシグナリングまたは送信し得る。よって、
ＵＥ１１５－ａは、ヌルトーンパターンに基づいて、無認可または共有スペクトルにおい
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て動作されているＷＬＡＮまたはＷＷＡＮノードによって引き起こされた干渉を検出する
ように構成され得る。ＷＬＡＮまたはＷＷＡＮノードは、無認可または共有スペクトルに
おいて動作される、基地局１０５および／またはＵＥ１１５のうちの１つを指し得る。い
くつかの態様において、デバイス（例えば、基地局またはＵＥ）に近接する、別の基地局
１０５および／またはＵＥ１１５は、干渉の源であり得る。
【００３３】
　[0042]追加的に、または代替的に、ＵＥ１１５－ａは、無認可または共有スペクトルを
通して、共通サーチ空間中で、基地局１０５から受信されたブロードキャストメッセージ
またはブロードキャスト情報を復号し得る。ＵＥ１１５－ａは、ブロードキャスト情報に
基づいて、少なくとも１つのサブフレームに関連付けられたヌルトーンパターンを識別し
得る。いくつかの例において、ヌルトーンパターンは、エンハンスド物理ダウンリンク制
御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）または物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうち
の少なくとも１つをパンクチャすることに基づいて、識別され得る。従って、上記で論じ
られたように、ＵＥ１１５－ａは、ヌルトーンパターンに基づいて、無認可または共有ス
ペクトルにおいて動作されているＷＬＡＮまたはＷＷＡＮノードによって引き起こされた
干渉を検出するように構成され得る。
【００３４】
　[0043]図２Ａは、図１に関連して上記で説明されたワイヤレス通信システム１００を含
んでいる、無認可または共有スペクトルを通して、ワイヤレス通信システムにおいて使用
され得るダウンリンクフレーム構造２０２の例を例証する図である。例えば、フレーム構
造２０２は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａまたは同様のシステム（例えば、無認可または共有スペ
クトルにおいて動作するように適応されたシステム）において使用され得る。フレーム２
１０（１０ｍｓ）は、１０個の等しい大きさとされたサブフレーム（例えば、サブフレー
ム２２５、２３０、２３５等）に分割され得る。本開示のいくつかの態様において、１以
上のサブフレームは、無認可または共有スペクトルにおいて動作されているＷＬＡＮおよ
び／またはＷＷＡＮノードによって引き起こされた干渉を検出する際にＵＥ１１５を手助
けするために、ヌルトーンを含むように構成され得る。用語ＷＬＡＮノードまたはＷＷＡ
Ｎノードは、無認可または共有スペクトルにおいて動作される、基地局１０５および／ま
たはＵＥ１１５を指し得る。
【００３５】
　[0044]いくつかの例において、サブフレーム２３０（例えば、フレーム２１０における
サブフレーム５）は、２つの連続する時間スロット２６２および２６４を含み得る。ＯＦ
ＤＭＡコンポーネントキャリア２５０は、２つの時間スロット２６２、２６４を表わすリ
ソースグリッドとして例証され得、各時間スロットは、通常のサイクリックプレフィック
スに対して、７個のＯＦＤＭシンボル２６６を含んでいる。リソースグリッドは、複数の
リソースエレメント２５２に分割され得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａにおいて、リソースブロ
ック２５６は、周波数領域中の１２個の連続したサブキャリア２６８と、各ＯＦＤＭシン
ボル２６６中の通常のサイクリックプレフィックスに対して、時間領域中で７個の連続し
たＯＦＤＭシンボル２６６とを含み得、すなわち、８４個のリソースエレメント２５２を
含み得る。サブキャリア２６８に対するトーン間隔は、１５ｋＨｚであり得、ＯＦＤＭシ
ンボル２６６に対する有用なシンボル期間は、６６．６７μｓであり得る。ＯＦＤＭシン
ボル２６６はまた、通常のレガシーＬＴＥサイクリックプレフィックスに対して、各スロ
ット２６２、２６４における第１のＯＦＤＭシンボル２６６について５．１μｓ、または
他のＯＦＤＭシンボル２６６について４．６９μｓ、のサイクリックプレフィックスを含
み得る。
【００３６】
　[0045]Ｒ（例えば、２５４）として示されている、リソースエレメントのうちのいくつ
かは、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含み得る。ＤＬ－ＲＳは、セル固有ＲＳ（ＣＲＳ）
（共通ＲＳと呼ばれることもある）およびＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を含み得る。ＵＥ
－ＲＳは、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）２６０がマッピングされるリソ
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ースブロック上でのみ送信され得る。各リソースエレメントによって搬送されるビット数
は、変調スキームに依存し得る。
【００３７】
　[0046]図２Ａに例証されるように、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）２５
５は、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）２６０と時分割多重化され得、第１
のレイヤサブフレーム２３０の第１の領域内のコンポーネントキャリア２５０の全帯域幅
内に、完全に分布され得る。図２において例証される例において、ＰＤＣＣＨ２５５は、
サブフレーム２３０の最初の３つのシンボルを占有する。ＰＤＣＣＨ２５５は、サブフレ
ーム２３０に対する、コンポーネントキャリア帯域幅および制御情報の量に基づいて、適
切であるように、より多くまたはより少ないシンボルを有し得る。いくつかの態様におい
て、本開示は、制御チャネル容量を増加し、周波数領域セル間干渉調整をサポートし、お
よび／またはＤＭＲＳベースの制御チャネル受信をサポートするために、エンハンスド物
理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）を組み込み得る。１以上の例において、ｅ
ＰＤＣＣＨは、制御情報送信のためにＰＤＳＣＨリソースを使用し得る。よって、いくつ
かの例において、周波数領域におけるリソースのセットは、第１の時間スロット２６２お
よび第２の時間スロット２６４に対する時間領域を横切って、ｅＰＤＣＣＨの送信のため
に割り振られ得る。いくつかの例において、セル中の１以上のＵＥ１１５は、異なるｅＰ
ＤＣＣＨ構成で構成され得る。
【００３８】
　[0047]ＰＤＣＣＨは、制御チャネルエレメント（ＣＣＥ）において、ダウンリンク制御
情報（ＤＣＩ）を搬送し得る。ＤＣＩは、例えば、ダウンリンクスケジューリング割り当
て、アップリンクリソース許諾、送信スキーム、アップリンク電力制御、ハイブリッド自
動返信繰り返し要求（ＨＡＲＱ）情報、変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）、および他
の情報、に関する情報を含み得る。ＤＣＩは、ＤＣＩのフォーマットに依存して、ＵＥ固
有（専用）またはセル固有（共通）であり得、ＰＤＣＣＨ内の異なる専用、および共通サ
ーチ空間中に配置され得る。
【００３９】
　[0048]いくつかの例において、セル毎のベースに基づいて、Ｎ（例えば、２６９）と指
定されたヌルトーンは、１以上のリソースエレメントにマッピングされ得る。特定の順序
で、１以上のリソースエレメントにマッピングされた、１以上のヌルトーンの組み合わせ
は、ヌルトーンパターン（図２Ｂおよび２Ｃ参照）と説明され得る。いくつかの例におい
て、セル識別（ＩＤ）に基づいて、特有のヌルトーンパターンが、各セルに割り当てられ
得る。例えば、第１のセルは、第１のヌルトーンパターンが割り当てられ得、一方、第２
のセル（例えば、隣接セル）は、第１のヌルトーンパターンと比較したとき、ヌルトーン
の異なる数、順序、および／または配列を有し得る、第２のヌルトーンパターンが割り当
てられ得る。いくつかの態様において、セルは、セルＩＤに関連付けられたヌルトーンま
たはヌルトーンパターンを、セルのカバレッジエリア内の１以上のＵＥ１１５に送信し得
る。１つの例において、セルは、指定されたヌルトーンリソースエレメン中で、任意のデ
ータまたは制御信号を送信するのに失敗することによって、ＵＥ１１５に、ヌルトーンを
送信し得る。代替的に、セルは、ヌルトーンを送信するために、リソースエレメントにマ
ッピングされた、データまたは制御信号の一部をパンクチャするか削除し得る。従って、
ＵＥ１１５は、基地局１０５からの１以上のダウンリンク送信において、欠落したデータ
／制御信号および／またはパンクチャされたデータ／制御信号を有するリソースエレメン
トから、ヌルトーンパターンを識別するように構成され得る。１以上の例において、セル
は、ヌルトーン送信用のｅＰＤＣＣＨ２５５および／またはＰＤＳＣＨのために確保され
たリソースエレメントをパンクチャし得る。追加的に、または代替的に、セルは、ヌルト
ーンパターンの周りのｅＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＳＣＨのうちの少なくとも１つに、速度
のマッチングをし得る。
【００４０】
　[0049]図２Ｂは、本開示の様々な態様に従うヌルトーンパターンを備える、サブフレー
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ム２０４の１例を例証する。サブフレーム２０４は、図１に関連して、上記で説明された
ＵＥ１１５および基地局１０５間の通信のために使用され得る。いくつかの例において、
サブフレーム２０４は、図２Ａに関連して説明されたＬＴＥサブフレーム（例えば、サブ
フレーム２３０）の例であり得る。サブフレーム２０４は、スロット０（例えば、時間ス
ロット２６２）およびスロット１（例えば、時間スロット２６４）を含んでいる、２つの
連続した時間スロットを含み得る。上記で論じられたように、リソースグリッドは、複数
のリソースエレメントに分割し得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａにおいて、リソースブロック２
５６は、周波数領域中で１２個の連続したサブキャリア、および時間領域中で７個の連続
したＯＦＤＭシンボルを含み得る。図２Ｂは、時間領域中の２つの連続したリソースブロ
ック２５６を例証する。
【００４１】
　[0050]いくつかの例において、サブフレーム２０５は、無認可または共有スペクトルに
おいて動作されているＷＬＡＮおよび／またはＷＷＡＮノードによって引き起こされた干
渉を検出するために、ヌルトーンパターン２８０を含み得る。サブフレーム２０４は、リ
ソースブロックにおける１以上のリソースエレメントにマッピングされた１以上のヌルト
ーンを備えるヌルトーンパターン２８０を含み得る。図２Ｂは、サブフレーム２０４にお
けるヌルトーン送信のための１つの可能なパターンを例証する。いくつかの例において、
基地局は、少なくとも１つのサブフレーム２０４に対するヌルトーン密度を決定し得る。
少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーン密度を決定することは、無認可または
共有スペクトル上の少なくとも１つのサブフレームに関連付けられた、少なくとも１つの
ＯＦＤＭシンボル上のＷＬＡＮ信号および／またはＷＷＡＮ信号からの干渉を検出するこ
とに応答し得る。よって、いくつかの態様において、基地局は、ヌルトーンを備え得るリ
ソースブロックの数を決定し得る。例えば、基地局は、Ｋ個毎のリソースブロックに、ヌ
ルトーンを割り当て得、ここで、Ｋは、整数（例えば、Ｋ＝１、２、３、４、等）であり
得る。よって、Ｋ＝１である場合、ヌルトーンは、全てのリソースブロックに割り当て得
る。同様に、Ｋ＝２である場合、ヌルトーンは、リソースブロックに１つおきに割り当て
られ得る、等々である。いくつかの例において、ヌルトーン密度は、無認可または共有ス
ペクトル上で経験される干渉のタイプに基づき得る。例えば、干渉のタイプが、少ない数
のリソースブロックにまたがる狭帯域干渉（例えば、４個のリソースブロックにまたがる
干渉）を含む場合、基地局は、全てのリソースブロックにおけるヌルトーンを表わす高ト
ーン密度（例えば、Ｋ＝１）を選択し得る。反対に、干渉のタイプが、多数のリソースブ
ロックにまたがる広帯域干渉（例えば、２０個のリソースブロックにまたがる干渉）を含
む場合、基地局は、より低い密度（例えば、Ｋ＝４）を選択し得る。ここで、ヌルトーン
は、４つ毎のリソースブロックに存在し得る。従って、基地局は、無認可または共有スペ
クトル上で経験される干渉のタイプ（例えば、狭帯域および／または広帯域）に基づいて
、トーン密度をダイナミックに選択し得る。
【００４２】
　[0051]従って、選択されたヌルトーン密度に基づいて、基地局１０５は、１以上のリソ
ースブロックにおける少なくとも連続したシンボル中のヌルトーンを備える、ヌルトーン
パターン２８０を生成し得る。いくつかの例において、セル固有基準信号（ＣＲＳ）トー
ン２７５およびヌルトーンパターン２８０は、同一のリソースエレメントにおいて衝突し
得る。ＣＲＳトーン２７５の位置は、全てのリソースブロックにわたって同一であり得る
ので、衝突は、セルＩＤに依存し得る。ＣＲＳトーン２７５およびヌルトーン間の衝突を
回避するために、基地局１０５は、いくつかの例において、ヌルトーンパターンに垂直シ
フトを適用することによって、リソースブロックに対するヌルトーンパターン２８０を修
正し得る。さらなる例において、基地局１０５は、サブフレーム２０４中の、１以上のリ
ソースエレメントにマッピングされた１以上の復調基準信号（ＤＭＲＳ）トーン２７０を
識別し得る。ＤＭＲＳトーン２７０を識別することに基づいて、基地局１０５は、ＤＭＲ
Ｓトーン２７０との衝突を回避するように、ヌルトーンをマッピングし得る。図２Ｂにお
いて例証された例において、ヌルトーンは、ＤＲＭＳシンボルの一部であるＤＭＲＳトー
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ン２７０を回避しながら、ＤＭＲＳシンボル中の１以上のリソースエレメントを占有また
は１以上のリソースエレメントにマッピングされ得る。
【００４３】
　[0052]図２Ｃ中に例証される代替的例において、サブフレーム２０６は、ＤＭＲＳのた
めに確保されたシンボル中に、１以上のヌルトーンをマッピングすることを回避するヌル
トーンパターン２８０を備え得る。従って、ＵＥ１１５は、ヌルトーン送信（例えば、ダ
ウンリンク送信の一部として）のための、基地局１０５からのワイヤレスチャネルを監視
し得る。いくつかのケースにおいて、ＵＥ１１５は、知られた物理レイヤチャネル（例え
ば、ｅＰＤＣＣＨおよび／またはｅＰＤＳＣＨ）を復号することによって、ヌルトーンパ
ターンを検出し得る。他のケースにおいて、ＵＥ１１５は、基地局１０５によって送信さ
れたブロードキャスト情報に基づいて、ヌルトーンパターンを識別し得る。識別されたヌ
ルトーンパターンに基づいて、ＵＥ１１５は、チャネル推定を生成し、割り振られたリソ
ースを復号し、または将来の送信のタイミングを決定し、ヌルトーンパターンに基づいて
、基地局１０５との通信を確立し得る。図２Ｃにおいて例証された例において、ヌルトー
ンは、ＤＭＲＳシンボル中のリソースエレメントを占有し得ない、またはＤＭＲＳシンボ
ル中のリソースエレメントにマッピングされ得ない。この例において、ＤＭＲＳシンボル
に関連付けられたリソースエレメントのいずれにも、ヌルトーンパターンの一部であるヌ
ルトーンは無い。
【００４４】
　[0053]図２Ｄは、ｅＰＤＣＣＨの候補の１つとの衝突を回避するように設計されたヌル
トーンパターンの例２０８を例証する。上記で論じられたように、いくつかの本開示の態
様は、制御チャネル容量を増加し、周波数領域セル間干渉調整をサポートし、および／ま
たは、ＤＭＲＳベースの制御チャネル受信をサポートするために、エンハンスド物理ダウ
ンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）を組み込み得る。１以上の例において、ｅＰＤＣ
ＣＨは、制御情報送信のためのＰＤＳＣＨリソースを使用し得る。よって、いくつかの例
において、周波数領域におけるリソースのセットは、第１の時間スロット２６２および第
２の時間スロット２６４のための時間領域を横切ったＰＤＣＣＨの送信のために割り振ら
れ得る。いくつかの態様において、ｅＰＤＣＣＨのための共通のサーチ空間は、異なるア
グリゲーションレベル（例えば、最大のアグリゲーションレベル１６）を含み得る。共通
サーチ空間の位置は、１以上のＵＥに、ブロードキャストまたはユニキャストされ得る。
【００４５】
　[0054]従って、いくつかの態様において、基地局１０５は、２つのＥＰＤＣＣＨ候補の
うちの１つに割り当てられ得るリソースエレメントを識別し得、リソースエレメントのセ
ットが、ＯＦＤＭシンボル当たり、少なくとも１つのリソースエレメントを含むように、
ヌルトーン２８０に対するリソースエレメントのセットを選択する。そして、ここにおい
て、リソースエレメントのセットにおける全てのリソースエレメントは、例となる図２Ｄ
に例証されたように、同一のＥＰＤＣＣＨ候補に所属する。
【００４６】
　[0055]図３を参照しながら、ある態様において、ワイヤレス通信システム３００は、少
なくとも１つの基地局１０５の通信カバレッジにおいて、少なくとも１つのＵＥ１１５を
含む。ワイヤレス通信システム３００は、図１に関連して説明されたワイヤレス通信シス
テム１００の例であり得る。また、いくつかの例において、ＵＥ１１５および／または基
地局１０５は、図１に関連して説明されたＵＥ１１５および基地局１０５の例であり得る
。
【００４７】
　[0056]ある態様において、基地局１０５－ｂは、機能を実行するように構成された基地
局管理コンポーネント３０５、方法論（例えば、図５の方法５００）、または本開示にお
いて示された方法の組み合わせで動作し得る１以上のプロセッサ２１を含み得る。１以上
のプロセッサ２１は、１以上のモデムプロセッサを使用するモデム１０９を含み得る。基
地局管理コンポーネント３０５に関係する様々な機能は、モデム１０９および／またはプ
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ロセッサ２１中に含まれ得、ある態様において、単一プロセッサによって実行され得、一
方、他の態様において、機能の異なるものは、２以上の異なるプロセッサの組み合わせに
よって実行され得る。例えば、ある態様において、１以上のプロセッサ２１は、モデムプ
ロセッサ、またはベースバンドプロセッサ、またはデジタル信号プロセッサ、または送信
プロセッサ、またはトランシーバ７４に関連付けられたトランシーバプロセッサ、または
システムオンチップ（ＳｏＣ）、の任意の１つまたはいくつかの組み合わせを含み得る。
特に、１以上のプロセッサ２１は、基地局管理コンポーネント３０５に含まれる機能およ
びコンポーネントを実行し得る。
【００４８】
　[0057]基地局管理コンポーネント３０５は、少なくとも１つのサブフレームに対するヌ
ルトーン密度を決定するためのトーン密度コンポーネント３１５を含み得る。いくつかの
例において、少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーン密度を決定することは、
少なくとも１つのサブフレームに関連付けられた、少なくとも１つの直交周波数分割多重
（ＯＦＤＭ）シンボル上のワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）信号およ
び／またはワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）信号からの干渉を検出する
ことに応答し得る。よって、いくつかの態様において、トーン密度コンポーネント３１５
は、ヌルトーンを備え得るリソースブロックの数を決定し得る。例えば、トーン密度コン
ポーネント３１５は、少なくとも１つのヌルトーンが、Ｋ個毎のリソースブロックに存在
し得ることを決定し得、ここにおいて、Ｋは、（例えば、Ｋ＝１、２、３、４、等）の整
数であり得る。ヌルトーン密度は、無認可または共有スペクトル上で経験される干渉のタ
イプを識別することに基づき得る。例えば、干渉のタイプが、狭帯域干渉を含む場合、ト
ーン密度コンポーネント３１５は、全てのリソースブロックにおけるヌルトーンを表わす
高トーン密度（例えば、Ｋ＝１）を選択し得る。反対に、干渉のタイプが、広帯域干渉を
含む場合、トーン密度コンポーネント３１５は、より低い密度（例えば、Ｋ＝４）を選択
し得、ここで、ヌルトーンは、４つ毎のリソースブロックに存在し得る。従って、トーン
密度コンポーネント３１５は、無認可または共有スペクトル上で経験される干渉のタイプ
（例えば、狭帯域および／または広帯域）に基づいて、トーン密度をダイナミックに選択
し得る。
【００４９】
　[0058]基地局管理コンポーネント３０５は、追加的に、トーン密度コンポーネント３１
５によって選択されたヌルトーン密度に基づいて、少なくとも１つのサブフレームに対す
るヌルトーンパターンを生成するように構成されたパターン生成コンポーネント３２０を
含み得る。いくつかの態様において、ヌルトーンパターンは、各リソースブロックにおけ
る、少なくとも連続したシンボル中のヌルトーンを備え得る。追加的に、または代替的に
、少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーンパターンの生成は、少なくとも１つ
のサブフレームに関連付けられた復調基準信号（ＤＭＲＳ）トーンを識別すること、およ
びＤＭＲＳトーン（図２Ｃを参照）との衝突を回避するように、少なくとも１つのヌルト
ーンをマッピングすることを備え得る。少なくとも１つのサブフレームに関連付けられた
ＤＭＲＳトーンを識別する方法は、ＤＭＲＳトーン識別コンポーネント３２５によって実
行され得る。
【００５０】
　[0059]いくつかの態様において、パターン生成コンポーネント３２０は、少なくとも１
つのサブフレームに関連付けられたセル固有基準信号（ＣＲＳ）トーンを識別するための
、ＣＲＳトーン識別コンポーネント３３０をさらに含み得る。いくつかの例において、Ｃ
ＲＳトーンおよびヌルトーンは、同一のリソースエレメントにおいて衝突し得、衝突は、
セル識別（ＩＤ）に依存し得る。ＣＲＳトーンの位置が、複数のリソースブロックを横切
って、同一であり得るので、ＣＲＳトーンおよびヌルトーン間の衝突は、リソースブロッ
ク間のヌルトーン位置を修正または変化することによって回避され得る。いくつかの例に
おいて、リソースブロックに対するヌルトーンパターンを修正することは、ＣＲＳトーン
の位置を識別することに基づいて、ヌルトーンパターンに垂直シフトを適用することを備
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え得る。
【００５１】
　[0060]いくつかの例において、基地局管理コンポーネント３０５は、追加的に、無認可
または共有スペクトルを通して、ヌルトーンパターンを少なくとも１つのＵＥ１１５に送
信するための信号を生成するためのシグナリングコンポーネント３３５を含み得る。１つ
の例において、ヌルトーンパターン情報を備える生成された信号は、ブロードキャストチ
ャネル上でＵＥ１１５に送信され得る。いくつかの態様において、ＵＥ１１５は、ヌルト
ーンパターンに基づいて、無認可または共有スペクトル中で動作されているＷＬＡＮまた
はＷＷＡＮによって引き起こされた干渉を検出するように構成され得る。いくつかの例に
おいて、少なくとも１つのＵＥ１１５にヌルトーンパターンを送信することは、ヌルトー
ン密度（すなわち、Ｋ＝１）に基づいて、ヌルトーンパターンが、全てのＲＢに割り当て
られているかを決定すること、およびヌルトーンパターンが、少なくともいくつかのＲＢ
に割り当てられていないことを決定次第、ＵＥ１１５に送信するためのシステム情報ブロ
ック（ＳＩＢ）をスケジューリングすることを備え得る。いくつかの例において、少なく
とも１つのＵＥ１１５にヌルトーンパターンを送信することは、少なくとも１つのヌルト
ーンを含む、１以上のサブフレームを識別することと、１以上の識別されたサブフレーム
をＵＥ１１５にシグナリングすることを備え得る。よって、いくつかの例において、基地
局１０５は、ヌルトーンが、全てのサブフレーム中に存在するか、または識別されたサブ
フレーム中のみに存在するかを識別することによって、ＵＥ１１５にサブフレーム構成を
シグナリングし得る。
【００５２】
　[0061]追加的に、または代替的に、基地局管理コンポーネント３０５は、基地局１０５
が、ヌルトーンパターンを生成するように構成するための構成コンポーネント３４０を含
み得る。いくつかの例において、構成コンポーネント３４０は、無認可または共有スペク
トルにおける、ＷＬＡＮまたはＷＷＡＮノードからの干渉の検出に基づいて、ヌルトーン
パターン生成を活性化、および／または非活性化し得る。いくつかの態様において、構成
コンポーネント３４０は、検出された干渉が、しきい値を満たすかを決定し得る。無認可
または共有スペクトル上で検出された干渉が、しきい値より上であると、構成コンポーネ
ント３４０が決定した場合、ＷＬＡＮおよび／またはＷＷＡＮノードによって引き起こさ
れた干渉を検出し推定することを、ＵＥ１１５に許容するために、構成コンポーネント３
４０は、ヌルトーンパターン生成を活性化し得る。代替的に、検出された干渉が、しきい
値より低い場合、構成コンポーネント３４０は、ヌルトーンパターン生成を非活性化し得
る。
【００５３】
　[0062]さらなる例において、構成コンポーネント３４０は、少なくとも１つの同期信号
（例えば、ＰＳＳ／ＳＳＳ）が、ヌルトーンパターンをパンクチャすることを許容し得る
。他の例において、構成コンポーネント３４０は、ヌルトーンパターンの周りの、エンハ
ンスド物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）または物理ダウンリンク共有チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの少なくとも１つに、速度のマッチングをし得る。いくつかの
態様において、構成コンポーネント３４０は、少なくとも１つのサブフレーム中のｅＰＤ
ＣＣＨまたはＰＤＳＣＨのうちの少なくとも１つを、さらにパンクチャし得る。
【００５４】
　[0063]いくつかの例において、基地局管理コンポーネント３０５およびサブコンポーネ
ントの各々は、ハードウェア、ファームウェア、および／またはソフトウェアを備え得、
メモリ（例えば、コンピュータ可読記憶媒体）中に記憶されたコードを遂行または命令を
実行するように構成され得る。さらにまた、ある態様において、基地局１０５はまた、無
線送信を受信するおよび送信する、例えば、ＵＥ１１５によって送信されるワイヤレス通
信（例えば、通信２２および２４）を受信するおよび送信するための、ＲＦフロントエン
ド６１およびトランシーバ７４を含み得る。例えば、トランシーバ７４は、ＵＥ１１５に
よって送信されたパケットを受信し得る。基地局１０５は、全体のメッセージを受信次第
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、メッセージを復号し得、パケットが正しく受信されたかを決定するために、巡回冗長度
チェック（ＣＲＣ）を実行し得る。例えば、トランシーバ７４は、基地局管理コンポーネ
ント３０５によって生成されたメッセージを送信するために、およびメッセージを受信し
、基地局管理コンポーネント３０５に転送するために、モデム１０９と通信し得る。
【００５５】
　[0064]ＲＦフロントエンド６１は、１以上のアンテナ７３に接続され得、アップリンク
チャネルおよびダウンリンクチャネル上のＲＦ信号を送信および受信するために、１以上
のスイッチ６８、１以上の増幅器（例えば、電力増幅器（ＰＡ）６９および／または低ノ
イズ増幅器７０）、および１以上のフィルタ７１を含むことができる。ある態様において
、ＲＦフロントエンド６１のコンポーネントは、トランシーバ６５と接続できる。トラン
シーバ６５は、１以上のモデム１０８およびプロセッサ２０に接続し得る。
【００５６】
　[0065]トランシーバ７４は、ＲＦフロントエンド６１を介してアンテナ７３を通してワ
イヤレス信号を、（例えば、送信機無線７５を介して）送信、（例えば、受信機無線７６
を介して）受信、するように構成され得る。ある態様において、トランシーバ７４は、基
地局１０５が、例えば、ＵＥ１１５と通信できるように、特定の周波数において動作する
ように調整され得る。ある態様において、例えば、モデム１０９は、基地局１０５の基地
局構成とトランシーバ７４に基づいて、特定の周波数および電力レベルにおいて動作する
ようにモデムによって使用される通信プロトコルを構成できる。
【００５７】
　[0066]基地局１０５は、本明細書において使用されるデータ、および／またはアプリケ
ーションのローカル版を記憶するようなメモリ４５、あるいは、プロセッサ２１によって
実行される、基地局管理コンポーネント３０５および／または基地局管理コンポーネント
３０５のサブコンポーネントのうちの１以上をさらに含み得る。メモリ４５は、ランダム
アクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、テープ、磁気ディスク、光
ディスク、揮発性メモリ、不揮発性メモリ、およびそれらの任意の組み合わせのような、
コンピュータまたはプロセッサ２１によって使用可能な任意のタイプのコンピュータ可読
媒体を含むことができる。ある態様において、例えば、メモリ４５は、基地局管理コンポ
ーネント３０５および／または、それのサブコンポーネントのうちの１以上を定義する、
１以上のコンピュータ実行可能なコードを記憶するコンピュータ可読記憶媒体であり得る
。追加的に、または代替的に、基地局１０５は、ＲＦフロントエンド６１、送信機無線７
５、メモリ４５およびプロセッサ２１を結合して、基地局１０５のコンポーネントおよび
／またはサブコンポーネントの各々間でシグナリング情報を交換するためのバス１２を含
み得る。
【００５８】
　[0067]図４を参照しながら、ある態様において、ワイヤレス通信システム４００は、少
なくとも１つの基地局１０５の通信カバレッジにおける少なくとも１つのＵＥ１１５を含
む。ワイヤレス通信システム４００は、図１に関連して説明されたワイヤレス通信システ
ム１００の例であり得る。いくつかの例において、ＵＥ１１５および／または基地局１０
５は、図１および図３に関連して説明されたＵＥ１１５および基地局１０５の例であり得
る。
【００５９】
　[0068]ある態様において、ＵＥ１１５は、本開示において表された機能、方法論（例え
ば、図６の方法６００）、または方法を実行するためにＵＥ管理コンポーネント４１０と
協同して動作し得る、１以上のプロセッサ２０を含み得る。本開示に従って、ＵＥ管理コ
ンポーネント４１０は、無認可または共有スペクトルを通して、共通サーチ空間中で、基
地局１０５から受信されたブロードキャスト情報をＵＥ１１５において復号するための復
号コンポーネント３４５を含み得る。１以上のプロセッサ２０は、１以上のモデムプロセ
ッサを使用するモデム１０８を含み得る。ＵＥ管理コンポーネント４１０に関係する様々
な機能は、モデム１０８および／またはプロセッサ２０中に含まれ得、ある態様において



(18) JP 6619020 B2 2019.12.11

10

20

30

40

50

、単一プロセッサによって実行されることができ、一方、他の態様において、機能の異な
るものは、２以上の異なるプロセッサの組み合わせによって実行され得る。例えば、ある
態様において、１以上のプロセッサ２０は、モデムプロセッサ、またはベースバンドプロ
セッサ、またはデジタル信号プロセッサ、または送信プロセッサ、またはトランシーバ７
４に関連付けられたトランシーバプロセッサ、またはシステムオンチップ（ＳｏＣ）のう
ちの何れか１つ、または任意の組み合わせを含み得る。特に、１以上のプロセッサ２０は
、ＵＥ管理コンポーネント４１０中に含まれる機能およびコンポーネントを実行し得る。
【００６０】
　[0069]１以上の態様において、ＵＥ管理コンポーネント４１０は、無認可または共有ス
ペクトルを通して、共通サーチ空間中で、基地局１０５から受信されたブロードキャスト
情報をＵＥ１１５において復号するための復号コンポーネント４４５を含み得る。ブロー
ドキャスト情報を復号することに基づいて、ヌルトーンパターン識別コンポーネント４５
０は、少なくとも１つのサブフレームに関連付けられたヌルトーンパターンを識別し得る
。ヌルトーンパターンは、エンハンスド物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）
または物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの少なくとも１つをパンクチ
ャすることに基づいて、識別され得る。いくつかの例において、ヌルトーンパターン識別
コンポーネント４５０は、基地局１０５によって送信されたヌルトーンパターンに基づい
て、無認可または共有スペクトル上でＷＬＡＮまたはＷＷＡＮによって引き起こされた干
渉を検出するように構成され得る。
【００６１】
　[0070]ヌルトーンパターン識別コンポーネント４５０はまた、ＵＥ１１５のメモリ中に
、基地局１０５に関連付けられた、セルＩＤおよび対応するヌルトーンパターンを記憶す
るための、パターン記憶コンポーネント４５５を含み得る。よって、いくつかの例におい
て、パターン記憶コンポーネント４５５は、再捕捉プロシージャ（例えば、ＵＥ１１５が
基地局１０５のカバレッジエリアに再び入る）の最中に捕捉速度を増加するために、メモ
リ中に、対応するヌルトーン構成を有する、訪問されるセルのＩＤのセットを記憶し得る
。従って、再捕捉コンポーネント４６０は、再捕捉の最中に、パンクチャが実行されてい
ないとの仮定に基づいて、情報（例えば、ｅＰＤＣＣＨ／ＳＩＢ）の復号を、最初に試み
得、不成功である場合、基地局セルＩＤを識別し、基地局セルＩＤに関連付けられた、対
応するヌルトーンパターンが、メモリ中に記憶されていると決定する。その後、再捕捉コ
ンポーネント４６０は、捕捉速度を増加するために、対応するヌルトーンパターンを復号
し得る。よって、いくつかの例において、ＵＥ１１５は、基地局１０５によって送信され
たヌルトーンパターンの識別に基づいて、無認可または共有スペクトルを通して、基地局
１０５との通信を確立するために、通信コンポーネント４６５を利用し得る。
【００６２】
　[0071]いくつかの例において、ＵＥ管理コンポーネント４１０およびサブコンポーネン
トの各々は、ハードウェア、ファームウェア、および／またはソフトウェアを備え得、メ
モリ（例えば、コンピュータ可読記憶媒体）中に記憶されたコードを実行または命令を実
行するように構成され得る。さらにまた、ある態様において、ＵＥ１１５は、無線送信、
例えば、基地局１０５によって送信されるワイヤレス通信（例えば、通信２２および２４
）を受信および送信するための、ＲＦフロントエンド６１およびトランシーバ７４を含み
得る。例えば、トランシーバ７４は、基地局１０５によって送信されたパケットを受信し
得る。ＵＥ１１５は、全体のメッセージを受信次第、メッセージを復号し得、パケットが
正しく受信されたかを決定するために、巡回冗長度チェック（ＣＲＣ）を実行し得る。例
えば、トランシーバ７４は、ＵＥ管理コンポーネント４１０によって生成されたメッセー
ジを送信するために、およびメッセージを受信し、ＵＥ管理コンポーネント４１０に転送
するために、モデム１０８と通信し得る。
【００６３】
　[0072]ＲＦフロントエンド６１は、１以上のアンテナ７３に接続され得、アップリンク
チャネルおよびダウンリンクチャネル上でＲＦ信号を送信および受信するために、１以上
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のスイッチ６８、１以上の増幅器（例えば、電力増幅器（ＰＡ）６９および／または低ノ
イズ増幅器７０）、および１以上のフィルタ７１を含むことができる。ある態様において
、ＲＦフロントエンド６１のコンポーネントは、トランシーバ７４と接続できる。トラン
シーバ７４は、１以上のモデム１０８およびプロセッサ２０に接続し得る。
【００６４】
　[0073]トランシーバ７４は、ＲＦフロントエンド６１を介してアンテナ７３を通して、
ワイヤレス信号を、（例えば、送信機無線７５を介して）送信、および（例えば、受信機
無線７６を介して）受信するように構成され得る。ある態様において、トランシーバは、
基地局１０５が、例えば、ＵＥ１１５と通信できるように、特定の周波数において動作す
るように調整され得る。ある態様において、例えば、モデム１０８は、ＵＥ１１５のＵＥ
構成とトランシーバ７４に基づいて、特定の周波数および電力レベルにおいて動作するよ
うにモデムによって使用される通信プロトコルを構成できる。
【００６５】
　[0074]ＵＥ１１５は、本明細書において使用されるデータ、および／またはアプリケー
ションのローカル版を記憶するようなメモリ４４、あるいは、プロセッサ２０によって実
行される、ＵＥ管理コンポーネント４１０および／またはＵＥ管理コンポーネント４１０
のサブコンポーネントのうちの１以上をさらに含み得る。メモリ４４は、ランダムアクセ
スメモリ（ＲＡＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、テープ、磁気ディスク、光ディス
ク、揮発性メモリ、不揮発性メモリ、およびそれらの任意の組み合わせような、コンピュ
ータまたはプロセッサ２０によって使用可能な任意のタイプのコンピュータ可読媒体を含
むことができる。ある態様において、例えば、メモリ４４は、波形生成コンポーネント３
０５および／または、それのサブコンポーネントのうちの１以上
を定義する、１以上のコンピュータ実行可能なコードを記憶するコンピュータ可読記憶媒
体であり得る。追加的に、または代替的に、ＵＥ１１５は、ＲＦフロントエンド６１、ト
ランシーバ７４、メモリ４４およびプロセッサ２０を結合して、ＵＥ１１５のコンポーネ
ントおよび／またはサブコンポーネントの各々間でシグナリング情報を交換するためのバ
ス１１を含み得る。
【００６６】
　[0075]図５は、本開示の様々な態様に従って、ワイヤレス通信のための方法５００の例
を例示するフローチャートである。明確性のために、方法５００は、例えば、図１および
図３において説明される基地局１０５に関連して、以下に説明される。
【００６７】
　[0076]ブロック５０５において、方法５００は、ＷＬＡＮまたはＷＷＡＮ信号からの干
渉を選択的に検出し、干渉信号が、しきい値を満たすかを決定し得る。ブロック５０５の
態様は、図３に関連して説明された構成コンポーネント３４０によって実行され得る。追
加的に、または代替的に、ブロック５０５は、メモリ４５中、基地局管理コンポーネント
３０５中、および／または構成コンポーネント３４０中の命令で、プロセッサ２１によっ
て実行され得る。構成コンポーネント３４０は、無認可または共有スペクトルにおけるＷ
ＬＡＮまたはＷＷＡＮノードからの干渉の検出に基づいて、ヌルトーンパターン生成を活
性化および／または非活性化し得る。いくつかの態様において、構成コンポーネント３４
０は、検出された干渉がしきい値を満たすかを決定し得る。
【００６８】
　[0077]ブロック５１０において、方法５００は、ＷＬＡＮおよび／またはＷＷＡＮノー
ドによって引き起こされた干渉を検出し推定することをＵＥ１１５に許容するために、無
認可または共有スペクトル上で検出された干渉が、しきい値より上であると決定し得、従
って、ヌルトーンパターン生成を活性化する。代替的に、検出された干渉が、しきい値よ
り下である場合、構成コンポーネント３４０は、ヌルトーンパターン生成を非活性化し得
る。追加的に、または代替的に、ブロック５１０は、メモリ４５中、基地局管理コンポー
ネント３０５中および／または構成コンポーネント３４０中の命令で、プロセッサ２１に
よって実行され得る。
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【００６９】
　[0078]ブロック５１５において、方法５００は、少なくとも１つのサブフレームに対す
るヌルトーン密度を決定し得る。ブロック５１５の態様は、図３に関連して説明されたト
ーン密度コンポーネント３１５によって実行され得る。追加的に、または代替的に、ブロ
ック５１５は、メモリ４５中、基地局管理コンポーネント３０５中、および／またはトー
ン密度コンポーネント３１５中の命令で、プロセッサ２１によって実行され得る。いくつ
かの例において、少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーン密度を決定すること
は、少なくとも１つのサブフレームに関連付けられた少なくとも１つの直交ＯＦＤＭシン
ボル上の、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）信号および／またはワイ
ヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）信号からの干渉を検出することに応答し得
る。よって、上記で論じられたように、トーン密度コンポーネント３１５は、ヌルトーン
を備え得るリソースブロックの数を決定し得る。例えば、トーン密度コンポーネント３１
５は、ヌルトーンが、Ｋ個のリソースブロック中に存在するであろうことを決定し得、こ
こで、Ｋは整数（例えば、Ｋ＝１、２、３、４、等）であり得る。ヌルトーン密度は、無
認可または共有スペクトル上で経験される干渉のタイプを識別することに基づき得る。例
えば、干渉のタイプが狭帯域干渉を含む場合、トーン密度コンポーネント３１５は、全て
のリソースブロックにおけるヌルトーンを表わす高トーン密度（例えば、Ｋ＝１）を選択
し得る。反対に、干渉のタイプが広帯域干渉を含む場合、トーン密度コンポーネント３１
５は、低密度（例えば、Ｋ＝４）を選択し得、ここで、ヌルトーンは、４つ毎のリソース
ブロックに存在し得る。従って、トーン密度コンポーネント３１５は、無認可または共有
スペクトル上で経験される干渉のタイプ（例えば、狭帯域および／または広帯域）に基づ
いて、トーン密度をダイナミックに選択し得る。
【００７０】
　[0079]ブロック５２０において、方法５００は、ヌルトーン密度に基づいて、少なくと
も１つのサブフレームに対するヌルトーンパターンを生成し得る。ヌルトーンパターンは
、各リソースブロックにおける、少なくとも連続したシンボル中のヌルトーンを備え得る
。ブロック５２０の態様は、図３に関連して説明されたパターン生成コンポーネント３２
０によって実行され得る。追加的に、または代替的に、ブロック５２０は、メモリ４５中
、基地局管理コンポーネント３０５中および／またはパターン生成コンポーネント３２０
中の命令で、プロセッサ２１によって実行され得る。
【００７１】
　[0080]ブロック５２５において、方法５００は、ヌルトーンパターンを、無認可または
共有スペクトルを通して、少なくとも１つのＵＥに送信することを含み得る。いくつかの
態様において、ＵＥは、ヌルトーンパターンに基づいて、無認可または共有スペクトルに
おけるＷＬＡＮまたはＷＷＡＮ動作によって引き起こされた干渉を検出するように構成さ
れ得る。ブロック５２５の態様は、図３に関連して説明されたシグナリングコンポーネン
ト３３５によって実行され得る。
【００７２】
　[0081]いくつかの態様において、方法５００における１以上のブロック（５０５－５２
５）は、対応する手段によって実行され得る。例えば、方法５００のブロックは、メモリ
４５中、基地局管理コンポーネント３０５中、および／または基地局管理コンポーネント
３０５の１以上のサブコンポーネント中の命令で、プロセッサ２１の手段によって実行さ
れ得る。
【００７３】
　[0082]図６は、本開示の態様に従うワイヤレス通信の方法６００の例を、概念的に例証
するフローチャートである。明確性のために、方法６００は、例えば、図１および図４に
おいて説明されるＵＥ１１５に関連して、以下に説明される。
【００７４】
　[0083]ブロック６０５において、方法６００は、無認可または共有スペクトルを通して
、共通サーチ空間中で、基地局１０５から受信されたブロードキャスト情報を復号するこ
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とを含み得る。ブロック６０５の態様は、図４に関連して説明された復号コンポーネント
４４５によって実行され得る。追加的に、または代替的に、ブロック６０５は、メモリ４
４中、ＵＥ管理コンポーネント４１０中、および／または復号コンポーネント４４５中の
命令で、プロセッサ２０によって実行され得る。
【００７５】
　[0084]ブロック６１０において、方法６００は、ブロードキャスト情報に基づいて、少
なくとも１つのサブフレームに関連付けられたヌルトーンパターンを識別し得、ここにお
いて、ヌルトーンパターンは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または物理
ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの少なくとも１つのパンクチャに基づい
て、識別され、ここにおいて、ヌルトーンパターンは、無認可または共有スペクトル上で
ＷＬＡＮまたはＷＷＡＮノードによって引き起こされた干渉を検出するように構成される
。ブロック６１０の態様は、ヌルトーンパターン識別コンポーネント４５０によって、実
行され得る。追加的に、または代替的に、ブロック６１０は、メモリ４４中、ＵＥ管理コ
ンポーネント４１０中、および／またはヌルトーンパターン識別コンポーネント４５０中
の命令で、プロセッサ２０によって実行され得る。
【００７６】
　[0085]ブロック６１５において、方法６００は、ヌルトーンパターンを識別することに
基づいて、無認可または共有スペクトルを通して、基地局１０５とさらに通信し得る。ブ
ロック６１５の態様は、図４に関連して説明された通信コンポーネント４６５によって実
行され得る。追加的に、または代替的に、ブロック６１５は、メモリ４４中、ＵＥ管理コ
ンポーネント４１０中、および／または通信コンポーネント４６５中の命令で、プロセッ
サ２０によって実行され得る。
【００７７】
　[0086]ブロック６２０において、方法６００は、基地局１０５に関連付けられたセルＩ
Ｄおよび対応するヌルトーンパターンを、選択的に、メモリ中にさらに記憶し得る。ブロ
ック６２０の態様は、図４に関連して説明されたパターン記憶コンポーネント４５５によ
って実行され得る。よって、いくつかの例において、パターン記憶コンポーネント３５５
は、再捕捉プロシージャ（例えば、ＵＥ１１５が、基地局１０５のカバーエリアに再び入
る）の最中に捕捉速度を増加するために、対応するヌルトーン構成を有する訪問されたセ
ルＩＤのセットを、メモリ中に記憶し得る。
【００７８】
　[0087]ブロック６２５において、方法６００は、再捕捉の最中に、基地局セルＩＤに関
連付けられた対応するヌルトーンパターンが、メモリ中に記憶され、対応するヌルトーン
パターンを復号することを選択的に決定し得る。ブロック６２５の態様は、図４に関連し
て説明された再捕捉コンポーネント４６０によって実行され得る。追加的に、または代替
的に、ブロック６１０は、メモリ４４中、ＵＥ管理コンポーネント４１０中、および／ま
たは再捕捉コンポーネント４６０中の命令で、プロセッサ２０によって実行され得る。
【００７９】
　[0088]添付された図面に関連して上述された詳細な説明は、例となる実施形態を説明し
ており、実装され得るまたは特許請求の範囲内にある全ての実施形態を表してはいない。
用語「例示的な」は、本説明に使用されるとき、「好ましい」または「他の実施形態より
も有利である」ということではなく、「例、事例、または例証としての役割をすること」
を意味する。詳細な説明は、説明された技法の理解を提供する目的で具体的な詳細を含む
。しかしながら、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしに実現され得る。いくつか
の事例において、周知の構造およびデバイスは、説明された実施形態の概念を曖昧にする
ことを回避するためにブロック図の形態で指し示される。
【００８０】
　[0089]情報および信号は、種々の異なる技術および技法のうちの任意のものを使用して
表わされ得る。例えば、上記の説明の全体にわたって参照され得る、データ、命令、コマ
ンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場また
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は磁粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組み合わせによって表わされ得
る。
【００８１】
　[0090]本明細書における開示に関連して説明された様々な例証的なブロックおよびコン
ポーネントは、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、Ｆ
ＰＧＡまたは他のプログラマブルロジックデバイス、ディスクリートゲートまたはトラン
ジスタロジック、ディスクリートハードウェアコンポーネント、あるいは本明細書で説明
された機能を遂行するように設計されたそれらの任意の組み合わせを用いて実装または遂
行され得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得るが、代替では、プロセッ
サは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械
であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組み合わせ（例えば、Ｄ
ＳＰおよびマイクロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと
連携した１以上のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成）として実装
され得る。
【００８２】
　[0091]本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせで実装され得る。プロセ
ッサによって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体
上の１以上の命令またはコードとして記憶または送信され得る。他の例および実装は、本
開示および添付の特許請求の範囲内にある。例えば、ソフトウェアの本質により、上記で
説明された機能は、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファー
ムウェア、ハードワイヤリング、またはこれらの任意の組み合わせを使用して実装される
ことができる。機能を実装する特徴はまた、機能の一部分が異なる物理的ロケーションに
おいて実装されるように分散されることを含めて、様々な位置に物理的にロケートされ得
る。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用されるように、項目のリスト（例え
ば、「のうちの少なくとも１つ」または「のうちの１以上の」のようなフレーズで始まる
項目のリスト）中で使用される「または」は、例えば、［Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少な
くとも１つ］のリストが、Ａ、Ｂ、Ｃ、ＡとＢ、ＡとＣ、ＢとＣ、ＡとＢとＣ（すなわち
、Ａ、Ｂ、およびＣ）を意味するような、包含的なリストを示す。
【００８３】
　[0092]コンピュータ可読媒体は、ある箇所から別の箇所へのコンピュータプログラム移
送を容易にする任意の媒体を含む、通信媒体およびコンピュータ記憶媒体の両方を含む。
記憶媒体は、汎用または特殊用途コンピュータによってアクセスされることができる任意
の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ
、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））
、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶
装置または他の磁気記憶デバイス、あるいはデータ構造または命令の形態で所望のプログ
ラムコード手段を記憶または搬送するために使用されることができ、汎用または特殊用途
コンピュータ、もしくは汎用または特殊用途プロセッサによってアクセスされることがで
きる任意の他の媒体を備えることができる。また、任意の接続は、適切にコンピュータ可
読媒体と称される。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツ
イストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波の
ようなワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから送
信される場合には、この同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、
または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれ
る。ディスク（ｄｉｓｋ）およびディスク（ｄｉｓｃ）は、本明細書で使用される場合、
ＣＤ（ｄｉｓｃ）、レーザーディスク（登録商標）（ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｄｉｓｃ
）、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）（ｄｉｓｃ）、フロッピー（登録商標）ディスク
（ｄｉｓｋ）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（ｄｉｓｃ）を含み、ここで、
ディスク（ｄｉｓｋ）は通常、磁気的にデータを再生し、その一方でディスク（ｄｉｓｃ
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）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組合せはまた、コンピュータ
可読媒体の範囲内に含まれる。
【００８４】
　[0093]本開示の以上の説明は、当業者が本開示を作りまたは使用することを可能にする
ために提供される。本開示に対する様々な修正は、当業者には容易に明らかであり、本明
細書で定義された包括的な原理は、本開示の適用範囲から逸脱することなく他の変形に適
用され得る。よって、本開示は、本明細書に記載された例および設計に制限されることを
意図せず、本明細書に開示された原理および新規な特徴に合致する最も広い適用範囲が与
えられるべきである。
【００８５】
　[0094]本明細書で説明された技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続
（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ
）、単一キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムのような
、様々なワイヤレス通信システムに対して使用され得る。用語「システム」および「ネッ
トワーク」は、しばしば交換可能に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００
、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、等のような無線技術を実装し得る。ＣＤ
ＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーする。Ｉ
Ｓ－２０００リリース０およびＡは一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘ、等と呼ばれ
る。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般的に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ
、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）、等と称される。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣ
ＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形物を含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイ
ル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術を実装し得
る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲ
Ａ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（Ｗ
ｉＭａｘ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ等の無線技術を実装し得る。
ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケ―ションシステム
（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬ
ＴＥ－アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するユニバーサルモバイル電
気通信システム（ＵＭＴＳ）の新リリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、
ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびモバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ）は、「
第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）（登録商標）という名称の団体か
らの文書に説明されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシ
ッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）という名称の団体からの文書に説明されている。本
明細書で説明されている技法は、上述されたシステムおよび無線技術と、ならびに他のシ
ステムおよび無線技術にも使用され得る。上記の説明は、しかしながら、実例を目的とし
てＬＴＥシステムを説明しており、ＬＴＥの専門用語が上記の説明の大部分中で使用され
ているが、本技法は、ＬＴＥアプリケーションを超えて適用可能である。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［１］　ワイヤレス通信のための方法であって、
　少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーン密度を決定することと、
　前記ヌルトーン密度に基づいて、前記少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトー
ンパターンを生成することと、
　前記ヌルトーンパターンを送信することとを備える、方法。
　［２］　前記ヌルトーンパターンは、各リソースブロックにおける、少なくとも連続し
たシンボル中のヌルトーンを備える、［１］に記載の方法。
　［３］　前記ヌルトーンパターンを送信することは、少なくとも１つのユーザ機器（Ｕ
Ｅ）に、前記ヌルトーンパターンを送信することを備える、［１］に記載の方法。
　［４］　前記ヌルトーンパターンを送信することは、無認可または共有スペクトルを通
して、前記ヌルトーンパターンを送信することを備える、［１］に記載の方法。
　［５］　前記ＵＥは、前記ヌルトーンパターンに基づいて、無認可または共有スペクト



(24) JP 6619020 B2 2019.12.11

10

20

30

40

50

ルにおいて動作されているワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）またはワ
イヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）によって引き起こされた干渉を検出する
ように構成されている、［１］に記載の方法。
　［６］　前記少なくとも１つのサブフレームに対する前記ヌルトーンパターンを生成す
ることは、
　前記少なくとも１つのサブフレームに関連付けられた復調基準信号（ＤＭＲＳ）トーン
を識別することと、
　前記ＤＭＲＳトーンとの衝突を回避するように、前記少なくとも１つのヌルトーンをマ
ッピングすることとを備える、［１］に記載の方法。
　［７］　前記少なくとも１つのサブフレームに対する前記ヌルトーンパターンを生成す
ることは、
　前記少なくとも１つのサブフレームに関連付けられたセル特有基準信号（ＣＲＳ）トー
ンを識別することと、
　ＣＲＳによって、前記ヌルトーンパターンをパンクチャすることとを備える、［１］に
記載の方法。
　［８］　少なくとも１つのサブフレームに対する前記ヌルトーンパターンを生成するこ
とは、前記ヌルトーンパターンに垂直シフトを適用することによって、リソースブロック
に対する前記ヌルトーンパターンを修正することを備える、［１］に記載の方法。
　［９］　少なくとも１つのサブフレームに対する前記ヌルトーンパターンを生成するこ
とは、
　前記少なくとも１つのサブフレームに関連付けられた同期信号を識別することと、ここ
において、前記同期信号は、一次同期信号（ＰＳＳ）および二次同期信号（ＳＳＳ）のう
ちの少なくとも１つであり、
　ＰＳＳおよびＳＳＳのうちの１つによって、前記ヌルトーンパターンをパンクチャする
こととを備える、［１］に記載の方法。
　［１０］　前記ヌルトーンパターンを、前記少なくとも１つのＵＥに送信することは、
　少なくとも１つのヌルトーンを含む１以上のサブフレームを識別することと、
　前記ＵＥに、前記１以上の識別されたサブフレームをシグナリングすることとを備える
、［１］に記載の方法。
　［１１］　前記ヌルトーンパターンを、前記少なくとも１つのＵＥに送信することは、
　前記ヌルトーン密度に基づいて、前記ヌルトーンパターンが、全てのリソースブロック
に割り当てられているかを決定することと、
　前記ヌルトーンパターンが、全てのリソースブロックに割り当てられていないことを決
定次第、システム情報ブロック（ＳＩＢ）をスケジューリングすることと、ここにおいて
、前記スケジューリングすることは、ヌルトーン送信が存在しない、前記リソースブロッ
クにおいて、前記ＳＩＢを送信することを備え、を備える、［１］に記載の方法。
　［１２］　前記少なくとも１つのサブフレームに対する前記ヌルトーン密度を決定し、
前記ヌルトーンパターンを生成することは、前記少なくとも１つのサブフレームに関連付
けられた、少なくとも１つの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル上のワイヤレスロ
ーカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）信号からの干渉を検出することに応答している、
［１］に記載の方法。
　［１３］　前記ＷＬＡＮ信号からの前記干渉を検出することに基づいて、前記ヌルトー
ンパターン生成を活性化することをさらに備える、［１２］に記載の方法。
　［１４］　少なくとも１つの同期信号が、前記ヌルトーンパターンをパンクチャするこ
とを許容することをさらに備える、［１］に記載の方法。
　［１５］　前記ヌルトーンパターンの周りのエンハンスド物理ダウンリンク制御チャネ
ル（ｅＰＤＣＣＨ）または物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの少なく
とも１つに、速度マッチングをすることをさらに備える、［１］に記載の方法。
　［１６］　前記ヌルトーンパターンを、地上公衆移動体ネットワークに関連付けられた
１以上の基地局に対するのと同一であるように構成することをさらに備える、［１］に記
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載の方法。
　［１７］　前記少なくとも１つのサブフレームにおけるエンハンスド物理ダウンリンク
制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）または物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のう
ちの少なくとも１つをパンクチャすることをさらに備える、［１］に記載の方法。
　［１８］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーン密度を決定するための手段と、
　前記ヌルトーン密度に基づいて、前記少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトー
ンパターンを生成するための手段と、
　前記ヌルトーンパターンを送信するための手段とを備える、装置。
　［１９］　前記ヌルトーンパターンは、各リソースブロックにおける、少なくとも連続
したシンボル中のヌルトーンを備える、［１８］に記載の装置。
　［２０］　前記少なくとも１つのサブフレームに対する前記ヌルトーンパターンを生成
するための手段は、
　前記少なくとも１つのサブフレームに関連付けられた復調基準信号（ＤＭＲＳ）トーン
を識別するための手段と、
　前記ＤＭＲＳトーンとの衝突を回避するように、前記少なくとも１つのヌルトーンをマ
ッピングするための手段とを備える、［１８］に記載の装置。
　［２１］　前記少なくとも１つのサブフレームに対する前記ヌルトーンパターンを生成
するための手段は、
　前記少なくとも１つのサブフレームに関連付けられたセル特有基準信号（ＣＲＳ）トー
ンを識別するための手段と、
　ＣＲＳによって、前記ヌルトーンパターンをパンクチャするための手段とを備える、［
１８］に記載の装置。
　［２２］　少なくとも１つのサブフレームに対する前記ヌルトーンパターンを生成する
ための手段は、
　前記ヌルトーンパターンに垂直シフトを適用することによって、リソースブロックに対
する前記ヌルトーンパターンを修正するための手段を備える、［１８］に記載の装置。
　［２３］　少なくとも１つのサブフレームに対する前記ヌルトーンパターンを生成する
ための手段は、
　前記少なくとも１つのサブフレームに関連付けられた同期信号を識別するための手段と
、ここにおいて、前記同期信号は、一次同期信号（ＰＳＳ）および二次同期信号（ＳＳＳ
）のうちの少なくとも１つであり、
　ＰＳＳおよびＳＳＳのうちの１つによって、前記ヌルトーンパターンをパンクチャする
ための手段とを備える、［１８］に記載の装置。
　［２４］　ワイヤレス通信のためのコードを記憶するコンピュータ可読媒体であって、
前記コードは、
　少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーン密度を決定し、
　前記ヌルトーン密度に基づいて、前記少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトー
ンパターンを生成し、
　前記ヌルトーンパターンを送信することを実行可能な命令を備える、コンピュータ可読
媒体。
　［２５］　前記ヌルトーンパターンは、各リソースブロックにおける、少なくとも連続
したシンボル中のヌルトーンを備える、［２４］に記載のコンピュータ可読媒体。
　［２６］　前記少なくとも１つのサブフレームに対する前記ヌルトーンパターンを生成
することを実行可能な前記命令は、
　前記少なくとも１つのサブフレームに関連付けられた復調基準信号（ＤＭＲＳ）トーン
を識別し、
　前記ＤＭＲＳトーンとの衝突を回避するように、前記少なくとも１つのヌルトーンをマ
ッピングすることを実行可能な命令をさらに備える、［２４］に記載のコンピュータ可読
媒体。
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　［２７］　前記少なくとも１つのサブフレームに対する前記ヌルトーンパターンを生成
するための前記命令は、
　前記少なくとも１つのサブフレームに関連付けられたセル特有基準信号（ＣＲＳ）トー
ンを識別し、
　ＣＲＳによって、前記ヌルトーンパターンをパンクチャすることを実行可能な命令をさ
らに備える、［２４］に記載のコンピュータ可読媒体。
　［２８］　前記少なくとも１つのサブフレームに対する前記ヌルトーンパターンを生成
するための前記命令は、前記ヌルトーンパターンに垂直シフトを適用することによって、
リソースブロックに対する前記ヌルトーンパターンを修正することを実行可能な命令をさ
らに備える、［２４］に記載のコンピュータ可読媒体。
　［２９］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリとを備え、
　前記メモリは、前記プロセッサによって、
　少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトーン密度を決定し、
　前記ヌルトーン密度に基づいて、前記少なくとも１つのサブフレームに対するヌルトー
ンパターンを生成し、
　前記ヌルトーンパターンを送信することを実行可能な命令を含んでいる、装置。
　［３０］　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、ブロードキャスト情報を復号することと、
　前記ブロードキャスト情報に基づいて、少なくとも１つのサブフレームに関連付けられ
たヌルトーンパターンを識別することと、
　前記ヌルトーンパターンを識別することに基づいて、基地局と通信することとを備える
、方法。
　［３１］　前記ブロードキャスト情報は、無認可または共有スペクトルを通して、共通
サーチ空間中で、基地局から受信される、［３０］に記載の方法。
　［３２］　前記ヌルトーンパターンは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）
またはエンハンスドＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）または物理ダウンリンク共有チャネル（
ＰＤＳＣＨ）のうちの少なくとも１つをパンクチャすることに基づいて、識別される、［
３０］に記載の方法。
　［３３］　前記ＵＥは、前記ヌルトーンパターンに基づいて、無認可または共有スペク
トル上で、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）またはワイヤレスワイド
エリアネットワーク（ＷＷＡＮ）によって引き起こされた干渉を検出するように構成され
ている、［３０］に記載の方法。
　［３４］　前記基地局との前記通信は、無認可または共有スペクトルを通して、行われ
る、［３０］に記載の方法。
　［３５］　前記基地局に関連付けられた、セル識別（ＩＤ）および対応する前記ヌルト
ーンパターンを、メモリ中に記憶することをさらに備える、［３０］に記載の方法。
　［３６］　再捕捉の最中に、基地局セルＩＤを識別することと、
　前記基地局セルＩＤに関連付けられた、前記対応するヌルトーンパターンが、前記メモ
リ中に記憶されていることを決定することと、
　前記対応するヌルトーンパターンに基づいて、チャネルを復号することとをさらに備え
る、［３５］に記載の方法。
　［３７］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、ブロードキャスト情報を復号するための手段と、
　前記ブロードキャスト情報に基づいて、少なくとも１つのサブフレームに関連付けられ
たヌルトーンパターンを識別するための手段と、
　前記ヌルトーンパターンを識別することに基づいて、基地局と通信するための手段とを
備える、装置。
　［３８］　前記ブロードキャスト情報は、共通サーチ空間中で、無認可または共有スペ
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クトルを通して、基地局から受信される、［３７］に記載の装置。
　［３９］　前記ヌルトーンパターンは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）
またはエンハンスドＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）または物理ダウンリンク共有チャネル（
ＰＤＳＣＨ）のうちの少なくとも１つをパンクチャするための手段に基づいて、識別され
る、［３７］に記載の装置。
　［４０］　前記ＵＥは、前記ヌルトーンパターンに基づいて、無認可または共有スペク
トル上で、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）またはワイヤレスワイド
エリアネットワーク（ＷＷＡＮ）によって引き起こされた干渉を検出するように構成され
る、［３７］に記載の装置。
　［４１］　前記基地局との前記通信は、無認可または共有スペクトルを通して、行われ
る、［３７］に記載の装置。
　［４２］　前記基地局に関連付けられた、セル識別（ＩＤ）および対応する前記ヌルト
ーンパターンを、メモリ中に記憶するための手段をさらに備える、［３７］に記載の装置
。
　［４３］　再捕捉の最中に、基地局セルＩＤを識別するための手段と、
　前記基地局セルＩＤに関連付けられた前記対応するヌルトーンパターンが、前記メモリ
中に記憶されていることを決定するための手段と、
　前記対応するヌルトーンパターンを復号するための手段とをさらに備える、［４２］に
記載の装置。
　［４４］　ワイヤレス通信のためのコードを記憶するコンピュータ可読媒体であって、
前記コードは、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、ブロードキャスト情報を復号し、
　前記ブロードキャスト情報に基づいて、少なくとも１つのサブフレームに関連付けられ
たヌルトーンパターンを識別し、
　前記ヌルトーンパターンを識別することに基づいて、基地局と通信することを実行可能
な命令を備える、コンピュータ可読媒体。
　［４５］　前記ブロードキャスト情報は、共通サーチ空間中で、無認可または共有スペ
クトルを通して、基地局から受信される、［４４］に記載のコンピュータ可読媒体。
　［４６］　前記ヌルトーンパターンは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）
またはエンハンスドＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）または物理ダウンリンク共有チャネル（
ＰＤＳＣＨ）のうちの少なくとも１つをパンクチャすることに基づいて、識別される、［
４４］に記載のコンピュータ可読媒体。
　［４７］　前記ＵＥは、前記ヌルトーンパターンに基づいて、無認可または共有スペク
トル上で、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）またはワイヤレスワイド
エリアネットワーク（ＷＷＡＮ）によって引き起こされた干渉を検出するように構成され
ている、［４４］に記載のコンピュータ可読媒体。
　［４８］　前記基地局との前記通信は、無認可または共有スペクトルを通して、行われ
る、［４４］に記載のコンピュータ可読媒体。
　［４９］　前記命令は、
　前記基地局に関連付けられた、セル識別（ＩＤ）および対応する前記ヌルトーンパター
ンを、メモリ中に記憶することをさらに実行可能である、［４４］に記載のコンピュータ
可読媒体。
　［５０］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリとを備え、
　前記メモリは、前記プロセッサによって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、ブロードキャスト情報を復号し、
　前記ブロードキャスト情報に基づいて、少なくとも１つのサブフレームに関連付けられ
たヌルトーンパターンを識別し、
　前記ヌルトーンパターンを識別することに基づいて、基地局と通信することを実行可能
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